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1. はじめに 

1.1 背景 

筑波大学はキャンパスが広い上に、駅からも少

し距離があるため、筑波大学生の主な交通手段は

自転車やバスになる。しかし、日常生活におい

て、それらだけでは不便な場面もある。 

例えば自転車の場合、大学に自転車で行きたい

が帰りは雨が降りそうなのでバスで帰りたい、帰

省する際に駅まで自転車で行きたいが有料の駐輪

場に長期間停めることになってしまう、普段は駅

からバスを利用しているが丁度いい時間のバスが

ないので自転車で大学に行きたい、といった場面

が挙げられる。 

一方、バスに関しては、大学内には循環バスが

通っているものの、慢性的に混雑していて時刻通

りに運行されていないことが多く、土日祝日を中

心にバスの本数が十分に設定されていない。コス

トなどの関係性を考慮すると、これらの課題を改

善していくのは困難な上に、バスは公共交通機関

であるため利用者全員にとって都合が良いように

運行することはできない。 

これらを踏まえ、私たちは学生の移動手段を補

完する役割が必要だと考え、つくチャリに注目し

た。筑波大学とつくチャリが連携して大学内に新

たなポートを設置することで、学生の移動手段が

多様化すると同時に、つくチャリ利用者の増加に

伴ってサービス全体としての発展も見込まれるた

め、つくば市にもメリットがあると考えられる。 

1.2 目的 

 大学とつくチャリが連携することで、筑波大学

生の交通手段の幅を広げ、市内における柔軟な移

動の実現を目指す。また、学生の利用によりポー

トが増設されることで、つくチャリの活性化を促

し、結果的にサービス利用者全体にとっても利便

性が向上することを期待する。そのために、本演

習では、学生のトリップやその需要の大きさを調

査し、ポートの設置場所や規模を検討した上で、

大学内へのポート設置を提案する。 

1.3 つくば市からの依頼 

 演習を行うにあたって、同時期につくば市から

大学に対してサイクルポート設置に関する依頼が

あった。それは、筑波大学敷地内の 24 時間利用可

能な場所の中で、大学側が指定した位置にシェア

サイクル用のサイクルポートを設置する、といっ

た内容である。本演習では、ポート設置場所の検

討に関わらせていただくという形で協力すること

になった。 

 

2. シェアサイクル“つくチャリ” 
2.1 概要 

つくチャリは 2024 年 10 月１日より本格運用が

始まった、つくば市シェアサイクル事業であり、

専用アプリに登録することで、サイクルポート間

を 24 時間自由に移動することができる。料金体系

は 5 時間以内の利用では 15 分あたり 77 円、5 時

間から 8 時間以内は一律 1500 円、そして 8 時間



超過後は再度 15 分あたり 77 円の課金が再開する

ようになっている。（図 1）また、支払方法はク

レジットカードまたはキャリア決済のみとなって

いる。 

 
【図 1 利用料の変化】 

2.2 現状 

サイクルポートは、2024 年 10 月 1 日時点でつ

くば駅・研究学園駅を中心に 43 箇所設置されてお

り、全てのポートを合わせた最大容量は 248 台、

自転車は約 100 台が置かれている。 

現在、筑波大学の周辺ではサイクルポートの密

度が低い。この状態では、学生がつくチャリを利

用する際に、時間的コストが発生したり、自転車

が不足していて借用できなかったりして、利用を

断念してしまうことが想定される。 

 

3. 研究手法 

3.1 ヒアリング調査 

筑波大学とつくば市が、つくチャリに関してど

のような見解を持っているのか確認し、KJ法で整

理する。 

＜筑波大学＞ 

対象：筑波大学総務部総務課 

場所：大学本部棟 5階大会議室 

日時：2024/10/21(月)15:00～16:00 

＜つくば市＞ 

対象：つくば市都市計画部総合交通政策課 

サイクルコミュニティ推進室 

場所：つくば市役所 

日時：2024/10/28(月)10:00～11:00 

3.2 アンケート調査 

 筑波大生におけるつくチャリ認知度とモビリテ

ィの実態を把握するためアンケート調査を実施。 

方法：Google Foam 

対象：筑波大学生(大学院生を含む)200 人 

期間：2024/10/23(水)～2024/10/28(月)  

 質問項目 

基本属性 学類・学位プログラム,  

学年, 年齢, 性別, 居住地域 

つくば市内の移動 ・主な移動手段・交通手段 

・日常での移動で不便を感じるか 

・不便を感じる点 

つくチャリ ・つくチャリを知っていたか 

・スマホアプリを知っていたか 

・ポートの場所を知っていたか 

・15 分あたり何円だと思うか 

・利用したことがあるか 

・利用した理由 

【図 2 アンケート質問項目表】 

 

3.3 データ分析 

大学構内に唯一設置されている「カスミ筑波大

学店」ポートにおいて、現時点ではどのような使

われ方をしているのか把握するため、トリップに

関するオープンデータを用いて分析する。本演習

では 2023 年 5月 1日から 2024 年 1 月 31 日までの

期間のデータ(18324 件)を利用する。 

 

4. 分析 

4.1 ヒアリング調査 

 ヒアリング調査の結果は図 3 にまとめてある。 

＜筑波大学＞  

 学生たちの意見を反映させるために、つくチャ

リ導入に協力すると言っていた。また、つくチャ

リは市のサービスなので、基本的につくば市側の

意向を受け入れるというスタンスを持っていた。  

＜つくば市＞  

 今年中の設置を検討しているものの、具体的な

設置場所はまだ不確定であるため、今回の演習で

提案された設置場所が良いものであれば、その場

所での設置を検討するという考えであった。  



 

【図 3 KJ 法によるヒアリング調査の分析】 

 

両者ともに大学へのつくチャリ導入に前向きな

姿勢を見せているため、私たちは実際に利用する

大学生の視点や現状分析を通して適切な設置場所

を検討していく。 

4.2 オープンデータ 

＜大学カスミにおける利用開始時間＞（図 4） 

 つくチャリは、早朝・深夜や通勤・通学の時間

帯におけるバスの代替手段として利用されてい

る。また、9時～18時の間で周期的にピークが見

られることから、授業開始時刻の直前に利用が集

中しやすいと考えられる。 

 

【図 4 大学カスミ利用開始時刻の分布】 

 

＜大学カスミ発の OD 表＞ 

 目的地上位 4地点を合わせると全体の 8割以上

を占めており、つくば駅が 56％、カスミ筑波大学

店が 17％、イーアスと BLANDE は 5％ずつという内

訳になっている。このことから、つくば駅～大学

間や学内の移動目的で利用している人が多いこと

が分かる。また、商業施設への利用が一定数存在

することから、アルバイトや買い物等の移動時に

利用している人もいると考えられる。 

4.3 アンケート調査 

4.3.1 基礎集計結果 

調査対象 200 人のうち、7 割の人がつくチャリ

の存在を知っている。（図 5）一方、実際に利用

したことのある人は１割程度である。（図 6）利

用経験がある人のうち、半数はつくば駅との往復

利用を目的としており、大半は日常の移動手段と

してマイ自転車を使っている。このことから、つ

くチャリ利用者は、マイ自転車を所持していて、

あえてつくチャリ利用を選択している人が多いの

だと考えられる。 

  

【図 5 つくチャリの存在について】 

 

 

【図 6 つくチャリの利用について】 

 

4.3.2 クロス集計結果 

つくチャリを知っている人の中で日頃の交通に

対して不満を持っている人は６割以上を占めてい

るのに対し、つくチャリを知らない人の中では 5

割弱に留まっている。加えて、ポートは知ってい

るが利用したことがないという人は半数近く存在

する。このことから、ポート増設によりつくチャ

リの利便性が向上することで学生の交通手段の幅

が広がり、交通への不満が少しずつ解消されてい

くことが見込まれる。 

はい(70%) 

いいえ(30%) 

使ったことがない(89.5%) 

月１回程度(3.5%) 



1. つくば市役所：つくば市シェアサイクル事業「つくチャリ」.  

https://www.city.tsukuba.lg.jp/soshikikarasagasu/toshikeikakubucyclecommunitysuishinshitsu/gyomuannai/2/

1/1015851.html  

2. つくば市役所：つくば市シェアサイクル事業「つくチャリ」.  

https://interstreet.jp/tsuku-chari/port/   

3. 田中大輔：シェアサイクル事業の利用実態把握と再配置の効果分析―茨城県つくば市「つくチャリ」を 

対象としてー. 土木学会論文. 2024.  

file:///C:/Users/GReee/Downloads/%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E8%AB%96

%E6%96%87_%E7%94%B0%E4%B8%AD_1003.pdf  

4. つくば市公式サイト：つくチャリのトリップデータ 

https://o365tsukuba.sharepoint.com/:x:/r/sites/FH451222024ab-

6/_layouts/15/Doc2.aspx?action=edit&sourcedoc=%7B33f5509f-0723-4338-ae57-

8342bacd37e1%7D&wdOrigin=TEAMS-WEB.teams_ns.rwc&wdExp=TEAMS-

TREATMENT&wdhostclicktime=1731155536803&web=1  

一方、対象 200 人のうち、6割がつくチャリを

知っているが利用したことがない、4割弱がつく

チャリは知っているが利用方法を知らない、と答

えている。そして、つくチャリの料金予想では、

全体の平均が 138.2 円、つくチャリを知っている

人の平均では 128.1 円、知らない人の平均では

161.7 円であった。これらから、つくチャリの詳

細情報を把握している人はごく一部だということ

が分かる。したがって、つくチャリの利便性を向

上させた上で、より多くの人につくチャリを熟知

してもらうことにより、つくチャリが身近な移動

手段として定着していくと考えられる。 

 

5. 提案 

 各案の分析結果を図 7にまとめてある。 

＜つくば市案＞ 

(1)筑波大学中央バス停横 

既存ポートからのアクセス性に優れているが、

利用者が第二エリアの学生に偏ってしまう点、バ

ス停が近くにあるため市民と学生が交錯してしま

う点が懸念される。 

(2)大学会館 

 既存ポートからのアクセス性に優れているが、

本学から離れていて学生が利用しにくい点、大学

会館には一般市民も出入りしていることから市民

と学生が交錯してしまう点、敷地の内側の方に位

置していてつくチャリ事業者の出入りが困難な点

が懸念される。 

(3)第三エリア既存駐輪場 

 大学構内の幹線道路からのアクセスが良く、事

業者が出入りしやすいが、⑴と同様の懸念点が想

定される。 

＜6 班の提案＞ 

(4)中央図書館ペデ下 

 3 つのエリアの中間に位置しているため本学の

学生全般が利用しやすく、幹線道路を東西に結ぶ

道路と隣接しているため、外部からのアクセスが

良く事業者も出入りしやすい。また、自転車の交

通量が多いペデ上を避けているため、安全面も期

待できる。 

 

【図 7 各案の分析】 

 

6. 今後の展望 

6.1 設置場所の再評価 

 今回の提案は、つくば市からの 3案と私たちの

提案の計 4箇所について、ヒアリングから導き出

した設置場所のポイントと私たちの分析をもとに

4つの観点から評価した。しかし、指標に基づい

た定量的な分析を踏まえた評価ではないため、客

観性に欠ける。今後は、各場所の動線、大学や主

要施設からのアクセシビリティ等を考慮した上で

それぞれの提案を客観的・定量的に再評価する。 

6.2 つくチャリのＰＲ 

アンケート分析で明らかになった、つくチャリ

を詳しく知らないという課題を解決するために、

つくチャリや新たなポートについてＰＲを行い、

筑波大生全体のつくチャリ利用率上昇を図る。そ

の際、ＰＲの有無がつくチャリ認知度や筑波大生

の態度にどの程度影響を与えるのか測定するため

効果分析を行う。 
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